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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、好中球の活性化に関与するグリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）結合型細胞表面糖タンパク質をコードしています。このタンパク質は血小板内皮細胞接着分子-1に結合し、好中球の遊走に関与します。この遺伝子の変異は骨髄増殖性疾患と関連しています。この遺伝子の過剰発現は真性紅色多血症患者で確認されています。このタンパク質に対する自己抗体は肺輸血反応を引き起こす可能性があり、またウェゲナー肉芽腫症にも関与している可能性があります。19番染色体上でこの遺伝子に隣接する関連偽遺伝子が同定されています。[RefSeq提供、2014年4月]、誘導：休止期顆粒球におけるCSF3による。真性多血症（PV）および本態性血小板血症（ET）患者において誘発される。,質量分析：PubMed：11465086,多型：Ala-3、Leu-251、Thr-348の変異と好中球におけるCD177の低発現との間には有意な関連性がある。,PTM：細胞表面でのタンパク質分解（シェディング）によって可溶性型が生成されることもある。,PTM：N-グリコシル化。,類似性：2つのUPAR/Ly6ドメインを含む。,組織特異性：正常骨髄で高発現し、胎児肝臓で弱発現する。好中球に発現。真性多血症（PV）および本態性血小板血症（ET）患者の顆粒球に発現。,
	研究分野
	-
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	CD177 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	CD177ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

